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固体中の電子による自発的対称性の破れは、強磁性・反強磁性磁気秩序や電荷秩序に馴染
みが深い人が多いと思われるが、近年、異方的な電荷・磁荷分布をもつ「多極子」の自由
度による秩序に注目が集まっている。それらは一風変わったーーつまり通常の磁性体など
と違ったーー磁場効果や外場応答を我々に見せてくれる。本講演では近年精力的に研究が
なされているPr化合物[1]と関係したダイヤモンド構造上の電気四極子の秩序を例に、反
強四極子秩序の統計力学的模型の古典モンテカルロシミュレーションの結果[2]、ダイヤ
モンド構造上の反強四極子秩序における反転対称性の破れに起因する電気（電流）磁気効
果の解析[3]、および強四極子秩序における特異な磁場誘起相転移[4]について、対称性に
よりどのように説明されるかを強調しつつ紹介したい。 
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